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家蠶の化性に關する研究

I　家蠶の化性變化と脂肪分解酵素（リパーゼ）

Studies on voltinism of the silkworm, Bombyx mori L.

(1) Activity of the lipase in the alternation of voltinism.

佐藤春太郎

茅野功

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　雷

辮の脂肪分解螺蹴て瞭氏（大正13年）は鞭筋灘よりて・2雌畑龍の不越

魯時舗齢乏縫灘灘、背灘驚羅灘豊欝
青鰍び蟻雛ては低下しSつり・・一ゼ剛の蔽は灘の・轍と綴の關係ありとなせり・

灘の磁灘骸のリ・・一ゼに關しては川瀬氏（－k・ilS・・年）・10s寸氏（1騨1°‘1三）及び山

鰍（昭和・・年）等鰯究あり．lll瀬氏蝋胃脚リ・・一励力は勧て徴弱勧盗レ
松村氏は体液リパーゼカの醗｛搦を異にせる異系統闇に交難を行ひF，リパーゼの作用は爾親の

輔に位すとなレ燃氏は化塾的立場よ麟肱翻究を行ぴ・鰍リルゼ蹴て麟の
髄P、。及び版獣・7．7及び40・Cとなし謀鮪根漱化病或は絶蝋兇の磁リ
，、．ぜは然らざるものよ鵬力勧となし謀灘生授に關して麟聯1鵬鞭と共醸の
力e・9すも識高鵬化；1・ifi　r－1－i　tcして鰍轍醐棚に於ては次第に灘ずる耽述べ謹1・似

雌購・は差異なしとなせり。聯謂液リパーゼ蹴て戯のt・樋P…を9・8となし・叉性

的及び樋的捌耀め．”つ叉糸色食磁轍畷ては期繍すも夫れ以後は再び獅蹴
弱レ夏に獄兇の生長と胃液り・・一ゼに關しては、凱生玉ミするに從ひて醐映に著しく：’1　L　aL）

力を壇すも5齢期後牛に至れば反つて納々減少すとなせり。

　著者等は昭和8年以來顕のイヒ性慶化に關聯する種々の事噴に就いての研究に蒲乎せり。而し

て共かとして、胚初鮪靴〃ま購養の溶角僻脚・闘係捕し・從つて卿・化性墜化は

卵螢養物の溶解と離す可らざる關係を有するとの見地より卵麟養物質の分解に興つかる酵素の

研究を行ひたり。今蜘こ傑1三磯化と獄鰯轍及び幼虫の脂肪分燗縢（リパー　’tZ“）佃j蹴

て共の大略を報苦せんとす。

　　　　　　　　　　　　　　　1　オオ撃斗　及　び労　乾齪

　材料としては純轡1樋及び交剰1腫の卵を用ぴたり。而して卵の種別は黒桑1巨G越甲し元る卵）の

低温r暦所催育（60°F）及び高澁明卿M，1　・i　li一卵（77°∬）、症種、人工jl昨化卵＿及び不受精卵’撃なり。

　今試験せし年次、温種及び共の卵の種別を示す時は次表の如し。仙し試験匿“）1順1Lkは試駿施

行の年次によらす、記載ヒの便による。
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試願襟匪　 列　　御，撤び卵。概嘘
　I
II

III

IV

V
v正

昭　　羽1　10　年

昭　　和　　9　年

昭　　和　　10　年

ll召5FII　84i三

Pt｛孝H　84i三

昭　　孝II　9　年

日UO×丈106（越年せし巧1引の衡謝｝堺ナ及び高1謝毘青）

支2化專2號の越年す可き卵及び不越年卵

支102及同107の不，幽三卵、1幽iサ可き卵、及び塩酸人コニpmlk卵

H110×支106よりの不叉精卵（塩酸庭理卵及び不庭灘卵）

支106×日110よりの越年す可き卵及び壇酸人工卿化卵

印10の越年す可き卵及び塩駄電氣及び際人工鼎ヒ卵

　上記各試験1副，t　1の材聡1は前年探種せしものにしてt共他の越年卵1黒種）は、其年に高濫1

明所にて催青したる卵より得たる獄蛾の完全に越年す可き卵なり。而して試験湿皿の不受精

卵も期三に於ける高瀧［蜥備卵の鰍曜めるものなり認不越柳（‘髄）｝よ儲蘭礁
青卵より得たる完全なる不越ff一卵なり。

　ra　一一試験颪内に於て2品種を材料として、或は同一，IMfiにして卯の種別を異にせし場合には、

典の獲蛾巌卵期を岡一ならしめ・同時期の卵を同附聯ヒ験する様に計霞せり。慧卵は散卵とな

し・越年卵の入二副馴ヒ或は不受精卵に劃する彌酸虚理は産卵の翌Elに行ひ叉雄卵の翌日試験に

供す可き所定の卵最を分秤し、是を小形シヤーレに入れて一定湘度に保護し、順次之れを取り

出して試験を行へり。

　今各試験瞳の供試卵の数量及び共保護盗度を示す時は次表の如し。

灘酬　嗣似び卵叫…　1廓囎レ糠澱
　I

II

III

IV

V
VI

51110×ヨξ二106（越年卵）

丈甥化燦2號（止種及び塩酸人工購化卵）

支102及日107（生種、黒腫及び塩酸人コニ卿化卵）

PI　110×皮106ぐ不受精卵）

支106×日110（黒種及び塩酸人工卿化卵）

『lUO（黒種及び塩酸、酸素及びtia’氣人工卿化卵）

1．59

1．59

4・59

工，．59

1500粒

1』9

｛　低漁儂膏i旺　　600F
　高温催嵜Ill逗　770

　　　　　　　窮l

　　　　　　　ll：

　　　　　　　7tt）e

　各1試験甑のリパ・・ゼ液の調製法ばヒ記所定の卵量をとり、是れを乳鉢にてよく腐檸し、是れ

に下表に示したる量の蒸溜水を加ヘザト分に蝿｝£ドしたる後、第1．11及びIIIにありては共の液

を布片を以て濾愚して共の櫨液を使川し、又IV、　V及びVfにありては遠心分離器（2500回

10分）にかけて共の上液をとりてリパーゼを検す可き液となせの。

・ll法lcよりて謬膿したるリパーゼ1髄2伽）・」・ヲ1診三∫臓に㈱瞼1・1～I　I，　II及III）或は試験

管に（ll鞭1副V・V及VI）15…或は10cc．つ蛙り、チゆ内1は煮沸して封獅干1となし他

の1は是れを試。験川に｛1≒せりQ

　而して各容器にとりたる液にオリーブ・オイル・・z－vルション5cc，或は7cc．を加へ、

トル2；　一ル数滴を滴下し．h分振罎して光れを30°Cの慨温室に24時閥或は41時間保護し、

讐総翻『寵繍廠鼠ll錨黙蕪ノ藩郵霧蕉撫鳶蝋旅

生凌せられし脂肪酸を中和する｛こ要する量となし、昆れに28．16を乗じて秘たる撒を以てオレ

イン酸（m・9）の鰍蝦せり・今各：謁縦に於ける翌鰍卯騒注力燃溜水董ll、イ鰍り・・一ゼ液

量・、及び30つC　煩盗室に於ける作川時間等を表示する時は次の如し。

垂囎號r墾璽嘆ブ饗・養劃蟹劃鋤あ錨腔温室・・副作川・劇・・
　　　　　　　　　　9，　　　1　　　　　　　1，，5

’　　工I　　　　　　　L5
°　III　　　　　　　4，5
　　1V　　　　　　　1，5
　　V　　　　　　　　1500唖立

　　VI　　　　　　】，．5

35
・ltt）

ii9

；；；i

50

15
10
10
15
1to

10

5
5

7
7
！

り

lr・一　甕
3i｝　　　　　　　24

11111
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　獄兇全個体のリパーゼ試験にありては、前記卵及び蟻欝のリパーゼの研究に用ひだる支102

及び日107の生麺及び典の盤酸人工艀化獄兇を使用し、支102にありては食桑中に、日107に

ありては絶食せしものに就て鑓れを行へり。其の方法は卵の場合と岡襟なりo共の群細は後に

述ぶ。

91實験の結果
　　　　　　　　試験Ul　110・支106黒種の高襯及び低酬蹄

　前年探種したるFl　110×支106卵を本年6月初旬出庫し直ちに試験を行ひ，而して低湿催育

試験匠のものは出庫後2日糊70tFに保護して後60°Fの低淵暗所に移し、高濫L催青試瞼雇めも

のは出庫後1日聞70°Fに置き後77°Fに移したるものなり。今爾旺の試瞼の結果を示せぱ第

1表A及びBの如し。

　　　　　　　　　　第1表（A）　　日110x支106の卵の高温催青匝

催青（或は叢
蟻後）組過

催　青1　日
　　　り　　v
　　　§〃

　　　4　”
　　　5　D

　　　6　”
　　　7　”
　　　8　”
　　　9　”
　　10　”

獲蟻1　日
　　　2　”
　　　3　”
　　　4　”

苦…H・滴糧

調・照i置．1試瞼匿

1　3．0
1　　4、O
l　3．7
1　3．6
　　3．6

　　3。S
　　3．9
　　3．8
　　4．4
　　3，8

　　3．5
　　3．6
　　3．5
　　3．6

4．0

4．8

5．4

4．6

5．4

5．5

5．6

5。2

5．3

5，4

5．3

6．1

5、6

5．2・

オレイン酸景

1．0　　　　　　　28，】．6

0．8　　　　　22．53
1．7　　　　　　　47，87

1．0　　　　　28．16

1。8　　　　50。69

1．7　　　　　　47，S7

1．7　　　　　　　48，87

1．4　　　　　　39．42

0．9　　　　　25。34
1。6　　　　　　45，06

1．S　　　　　50，69

2．5　　　　70。40
2．1，　　　　59，14
1．6　　　　　　45．06

摘　　　　　翼

田庫直後　㍉

1灘瑚・

卵期2
鍵綴止劇

全繊す l蟻期・

第工表（B）　　閥110×皮106卵の低温催膏匝

催轡（獲蟻）
後　継　泄

催　膏1　日
　　　2　”
　　　3　”
　　　4　”
　　　5　”

　　　6　”
　　　7　”
　　　8　”
　　　9　”
　　10　”

　　ユ1　e
　　ユ2－”
　　工3　”
　　14　”
　　ユ5　”

　　16　”
　　17　”
　　18　”
　　19　”
　　£O　”
　　21　”

渡　蝋i1　口
　　　2　”
　　　3　”
　　　4　”

「一N・OIIの滴下燈

封照甑　｝試験颪
3。0

4．0

3．6

3，5

3。5

3．5

3．9

3。7

4．0

3．7

3．7

3．6

3．4

3．3

3．4

3．0

3．5

3．7

3．1

3．1

3．0

2．8

2．9

3．9

3．4

4．0

4．8

5．2

4．2

4．2

5．4

5．1

5，0

5．1

5．8

5．8

5．2

5．0

5．3

5．4

5．5

4．8

5．9

5．2

5．4

5．5

r）。6

5．5

6．6

5．7

1．0

0．8

1．6

0．7

0．7

1．9

1，2

1．3

1．1

2，1

2、1

1．6

1．6

2，0

2．0

2．5

1，3

2，2

2，1

飴．3

2．5

2．8

2，6

2，7

2。3

オレイン酸量

2S．16

22，53
45。06
19．71

19．71

53．50

33。79
3G．61
30．98

59．14

59．14

45．06

45．06

5〔L32

56．32

70．40

36．61

6L95
59．14
64．77

70．4Q

78．s5
71｝。22

76。03

64．77

摘　　　　　　要

　　　　　／嘲・

響〕一・

催　　轡　　卵

阿　　上
数頭塗…止ナ
約牛数焚坐す

殆んど盃部搬
生ず

卵期4

〕蟻期
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　自防高醐lll！謳（獺衰A）に於ては91三1にイ階卵とな1）・，10　1／1　lc大・醗！　糺、11’1≡1胤よ

全部獲蟻せり。而して低温催青碗（第1表B）に於ては18rlに催青卵に5塞し20目に撒頭の獲

蟻を見・21！聯絆：搬1・糺・22日姪りて殆ん脇1欄　鴨姪れ・・。例聚り｝・酬鍍蟻
前砂卿怯構し、全部獲蛎馳し以後を蟻期と梅するfl寺は、商濫躍青慨及びイ坂温催i駐砲）f［’iJれに

ありても・購1（4［Dのオ・イン酸召識鮪卵期の夫れよりも多肱り。自防獺表Cに示
すカミ如し。

　　　　　　　　　　　第1表（C）　卵期及び蟻期のオレイン趣職量

　　催　　青　　別　　　＿一＿＿兜銀a烹k迂．．ヒ曜渡二二τ｝二二1麹1嗣蔽矛㌻r腰羅　　一
＿＿一一＿＿＿＿＿縞＿＿＿＿＿食＿＿＿』］藁塁＿＿、均二［蓬＿＿．こ膏ド「「準一一㎞岬｝珂…

高温催・旨1；　3s2．llの　、、．2；7…罰隔…薦じ　禦漏7｝
as．温イいh・　974悉11）　、、，、98　292。s！4・　，、．，、7

　　但し（　）内のi敬字は鷲数なり（以下同じ）

次に高温及び儲剛雄袖蒼の卵期を5晦に取1）・iilt・i次爆・を卿11、卿12等と側乱高温及

低濫催青慨のi二記各卵期のオレイン酸の生域量を見る時は第1表D及びEに示すが如し。

第1表（D⊃　　高温催青匝の各卯期のオレイン酸量

合　　　　　　　　　　　計
亭　　　　　　　　　　　均

一．一 @　　＿慰　　＿　　　期
卵　一坦　1＿．L璽迄＿期　2　「全　卵　期

　　（5♪
177．41

35．4s2

　　（5，
206．16
4L232

　　（10）
』382，97

38．297

蟻　1期

　　　（4）
ゴ25．29

　56．322

郷1表（E）　　低減催青1，撞P各91卿1のオレイン酸彙

一・t’ttt @　　　　　　　…一…‘一『一t”t－一…一一一・・轄蔽醗一誤．　墜一一、．　　　　　　ua

＿麹1期1i卵期21卵期31卵蛎41全卵期、蟻・期
＿　＿＿　　一．蟄L　　＿　　　　　一＿塑＿＿　 ，＿　一二　pm

　　　　　　　　　　　（5）
合　　　　　　　　計　　　　13弓．17

2ド　　　　　　　　均　　　　27．034

　（5）
214．02
42．804

　（5）
261，90
52．380

　（e））

363．27
72．654

　（21）　　　　（4）
974．36　　　　292．87

46．398　　　　73．217

　帥ち同一一卵期内にありても谷iliのオレイン酸’｛誠量には粕違ありと難も、第1爽D及びEよ

り見る時は胚子の獲育進むに從ひてオレイン酸の些1三成多し。換言すれば鍛卵内のリパーゼの作

用は胚］Fの獲育と共に共能力を増し、蟻にては共の力著しく塘大す。

次にヒ記の結果より1｛i看温催ilf及び低温催llf甑の卵のリパーゼ作川の勤搦を見るに後膏の卵及

び蟻のリパ　ゼの加漏旛より置霞し。以下オレイン酸価赴の多少を以て脂肪分角僻素（り．｛一

ゼ）の強弱を現すものとす。

　試験II麦那2化専2號の生腫及鞭酸人二1二解化卵：一一r”u－ny

　専2號陀磁の産卵2nより獲蟻泡に至る試瞼の結果は第2表Aに示すが如し。

第2表（A）　　蘇2　Zl三種

産卵後紹過

2　旧
3　”
4　”
5　”
6　”

7　〃

8　”
9　”
1く）　〃

11　〃

N　　　　　　　　1…－－t－¶而……T｝〒一m一…一一一1t．T’ny’～’m’tt一’“｝－h一…”一　　　［一一mmutttt－ummp…『…一『t’rmt

一頂∫NaOHの滴下量

鋼’　照　　匿　 1試　　験　　i轟産

】｛：鷺

　　　篶

　　　；｛

　　　　　　　　ヨロN

l　L）・・

1｝．：｝

3．5

3．3

3．4

3．0

3．1

3，5

3．1｝

4．5

3．5

難　1。。，。灘

1．8

磐．0

1．7

］．s

1．5

1．4
盤．〔〕

1．：1

2．3

1，5

50，69

56．32

49．28
50．c；E｝

42．24

39．42
昌6．：12

36．51

64．77
42：．24

摘　　　嬰

／蜘・

「卵」り12

」ぎ矧畷蟻ナ
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試｛瞼1の場台に準じ産卵2日より6日迄の5口間を卵期1、其の後濃蛾迄を卯期2と個構」

　　第2表（A2）各卵期のオレイン酸量　　　　　　各卵期並に全卵期のオイレン酸生産

卵　鋤ll合　・……c均
．　　　．　　　　　　量を求むる時は第1表A2に示すが

卵　　期　　1

卵　　期　　2

全　　卵　　期

　（5）
249．22

　（5）
239．36
　（10’）

4s8．58

如し。

49・844　　　　　　次に、專2の盤酸人工艀化卵に就

47’S72　　　　　ての試験の結果は第2表B1に示すが

4S．S58
　　　　　　　如し。

第2表（Bエ）　　尋2の塩酸入工艀化卵

産卵後紹過

2　El
3　”
4　”

6　e

7　”
8　tt
g　lt．

10　”

町N・OH備下量　　　差　オ・イ職の量
謝　照「圧1試験　繊

1．7

1．6

1．6

2，0

2．0

2．2

2．3

2．3

2．5　　　　　　　0、8　　　　　　22。53
2．6　　　　　　　　　　1．0　　　　　　　　2S．16

2．8　　　　　　　　　・1．2　　　　　　　　33．79

2．5　　　　　　　　　0．5　　　　　　　14．OS

3．3　　　　　　　　1，3　　　　　　36。61

2．S　　　　　　　　　　O．6　　　　　　　　1f3．90

3。2　　　　　　　　　0．9　　　　　　　　25．34

3，8　　　　　　　1．5　　　　　42．24

摘　　　　　婆

卵期1

卵期2

　登部獲蟻す

多拶2表（B2）　　各卵期のオレイン量酸　　　　　　　　　挺に前牛5Pi　lll］を卵期1後牛4口

修　・i・・「皐　ガ1榊期2と鵬し柳撒幽

卵　　期　　1

卵　　期　　2

全　　卵　　期

　‘5）
109．82

　c4）
121，09

　（9）
230。91

期のオレイン’酸凱誠合計及び9t：の築

2L964　　　　均敏を求る時は第2表B2に示すが
30・272　　　　　　如し。

25・6r）6

@　蘭聯2表A，A，B．及佃、
によりpa　2生種及び共の鞭酸人工卿化卵のオレイン酸の生戚量と比較する時は、生種の場合は

人工卿化卵より遙に多し。

謎1験III　支102及び口107卵の生種、黒種及び鞭酸入工解化卵及び其の蟻獄：一

（1）　（a）　支102の不越年卵及び其の蟻獄に就て試験したる結果は卵3表AIに示すが如し。

第3表（Al）　　支102不越年9bJ及び蟻

魔卵（i獲蟻i）後

の　維　巡

熊卵2「1
　　3　”
　　4”
　　5　”
　　6　”

　　7　”
　　8　”
　　9　”
　　10　”

獲蟻1日
　　2　”
　　3　”
　　4　”
　　5　”

　　コ．2　”

　　13　”
　　14”

　N　了撫OHの溝1鰍
謝　照　1，fl・．1試　験　甑

　　4．9

舘

　　1：l

　　l：l

　　l：l

　　l：l

　　l：l

　　l：l

I　5・2

8．5

10．7

9．7

9。0

1L4
11。5

1L8
ユ3．4

ユ4。9

13．4

15．2

13．5

13．2

11．3

10．6

11．0

11，3

麓

3．6
〔；．r）

5．Q

3。5

6。8

6．9

ふ．5

6。9

9．9

7．7

9．5

7，5

7．4

5．8

4．3

4．9

5．1

オレイン層_f霞

101、．38

1S3．04
140．80
98，56

191．49

194．30
154。88
194．30

278．78

216．S3

267，52

216．83
LO8．3S

163，33

121．09
137．gS
143．62

摘　　　　　婆

l

j卵期1

卵期2偲　轡
　　　約牛数褒蟻す

　　　全肖鍍蟻す

蟻期1

蟻期2
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　今前表に於て約牛数獲蟻に至りし迄の聞（2Hより10「1迄の91il閲）を卯期とし、杢部獲蟻

せしより以後を蟻期とし・更に卵期を卯1りU（2旧より5日迄4）5Fl閥）及び卵期2（71．i

より10EI迄の4　H　IIU）に分ち、叉螂91を㈱11（翼蟻11ヨより51・1迄の51・I　Hil）及び1義期2

（爽蟻12日より141ヨ迄の3剛IDに分ちて、各卯期及び蟻1樹のオレィン醐扱量を求むる蹴ま

禦3表A2に示すが如し（以下卵期及び蟻期と記載したるものは前揚の例に準す）。

　　　　　　　　　第3表（A2）　　支102生種の卵期及び蟻脇のオレイン酸の戴

一　 @　一　「陣動・卵期・降『魔矧嚢諭　・擁卿悸’蟻諭9

合　　計　・・5，鋪　S22癬、537．毘’ユ。、7．辮4δ，．甑一、il，認

不　　　　　　　　　　　　±旬　　　　　　143。054　　　　205．565　　　　170．836　　　　213．4i52　　　　］34．230　　　　1S3．743

　即ちll農青後牛期◎四期2）に於けるオレイン酸の生成量は催青前‘ド期（卯期1）の夫れより

大なり。換雷すれぽ催青中｝こ於ける獄卵内のリパーゼの作用は胚子磯育の進むに從ぴて町1盛と

なり・蟻期1に於ては更に共の力を増蜘する事試験1の場合と同様なり。而して蟻が死滅乾燥

するに証りては共の作用を失ふ事なきも共の力減退す。

　（b）　支102の塩酸人工卿1ヒ卵及び共の蟻に就て試験したる結果は第3表Blに示すが如し。

　　　　　　　　　　第3表（B1）　支102の塩酸人工卿化壇1教び蟻
　　　　　　　　　　　　　　　　，
脚㈱劃レ器N…1・・p　11　gj下・・

の　継　　過　　　　　　　　　　　　　　一一　’一＿［靴」壁」璽．⊥一試．験＿藍．

蔭卵2日
　　3　”
　　4　”
　　5　”
　　．o”

　　7　”
　　8　”
　　9　”
　　10　”
　　11　”

獲蟻1日
　　c）　ll
　　鐸〃

　　4　”
　　5　”

　　12　”
　　13　”
　　14　”

5．0

4，5

4，2

5，2

4，9

5．3

菖，6

4．7

G．0

5．6

5．6
‘玉，2

6，3

6．1

6，3

6，7

6．2

G．3

7．7

7，3

7．1

6．6

7．9

6，1

7．Q

10，2

11．3

11．0

8．9

11，1

10．1

10．7

9．8

9．3

9。2

9，6

差1オレイン蘭

2，7

2，8

2．8

1．4

3，0

0．S
ユ，4

5．5

5，7

5，4

3””，

4．9

3．8

4．6

3．5

2，6

3．0

3，3

76．⑪3

78．S5
7S．85

39，42
84，48

22，53
39，42
154，88
160，51
15詔，06

92．93
137．98
107．01
129，54

98．56

73，22
84．48
（92．93

捕　　　　　　嬰

1卵期1
ノ

1

1卵期2
！　　鶉轟鍵蟻す

’　　　　全部護蟻す

　蟻期1
ノ

〕麟・・

　今支102些i孫重の場・含に準じ卯期1（2「1－6rD卵期2（7「1－11「1）及び全卵期（2日一11「D

並に蟻期1（磯蟻1日・一一一　o「Ei　）蟻期2（獲蟻121：1－14　ill　）及び登蟻期等のオレイン酸El三域量を

示す時は鎖3表B2の如し。

　　　　　　軍∫3炎（BL・）　　丈1（旧樵酸人u　ew．化の卵期及び蟻期のオレイン酸漁

＝－　　　　t－一一一一一一一一・、＿禰調・・て・：・：雛一：∵・羽一……一　　　　・・一．…一一驚一・…：・：・v：，＿瓢・：一，…一一一＿…＿：一：：：＝：＿．t＝＝’＝＝”’．．＝．．．＿一一＿＿潔驚．瓢瓢．．．

　　　　　　　　　　　　　砧）　　　　　｛5，1　　　tt〔ユリ了馳冨…ww’H＋”t（翁一ヒ‘…　一　一一一’（3）一ヒ’“『．π而一てぜ5畠嫡
　合　　　　　　　　　　　　　　言卜　　　　　　　：1「｝7，65　　　　　　　　　　　　　　　　　52Ω．40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8S7，03　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　560．02　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250．63　　　　　　819．6r）

　2碁　　　　　　　　　　　　　　」匂　　　　　　　　71．5L）6　　　　　ユ05．38　　　　　　　SS，7’Otl　　　　　113，204　　　　　　83．543　　　　　102．OS1

ll卵期・1、ヲ1糊2【全91・期擁期一蟻期21全蟻期

　　各期に於けるオレイン酸生成彙の齪徽よ生腫の場合と一致す。E［jちイ1岬f後‘1測1（卵期2）は催

・膏前‘1ミ期（卵期1）1こ比して遙に多し。換皆すli　Lば胚子の獲育とリパーゼ作用の間には正の相

　關ありo叉蟻期1に於けるリバーゼ作川は卵期より大なれども死滅せる蟻にありては共の作用

　減邊する事亦丈102の！1三種の場合，と同様なりり
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（c）、支102黒種に就て試瞼せし結果は第3表C1に示すが如し。

第3表（Cユ）　　 三蔑ξ102黒種

産卵後の鯉過

謄卵2日
　　　3　”
　　　4　”
　　　5　”
　　　6　”

　　　7　”
　　　8　”
　　　9　”
　　ユ0　”
K　　　，

、　　11”
　　12　”
　　ユ3　”

　　14”
　　15　”

　　2＄”
　　24　’
　　瓢　”

N　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　I
万N・OHの滴下激　1．差　　オ・イ。醜、疵、　，要

1鍬＿墨＿爆・1試験1昼　L＿＿…　　1
4．8　　」

4．6

4，9

5．5

6，4

6．2

6．1

5．8

5．5

6．0

6．1

5．6

5．9

6．4

5．6

5．7

5．6

’10。1

　9．6
10．1

　9．5
11．6

　8．3

　8ユ
11．6

10．7

11．2

10．8

ユ2．4

10．0

　9．7

10．1

10．3

10．1

5．3

4．9

5．2

4．0

5，2

2。1

2．0

5．8

5．2

5．2
・4．7

6．8

4．1

3．3

4．5

4．6

4．5

149．25
1：墨7．98

146．43
112．64
146．43

59．i4

56．32
163．33
146，43

146．43

132．35
191．49

U5．46
92．93

126．72

129．54
126．72

卵期1

卵期2

卵期3

卵期4

　更に卵期1（2日一6日）、卵期2（7「1－10日）、卯期3（11日一15日）及び卵期4（23－

25Ebと各期に就てオレイン酸生威量及び共のZF均値を求むる時は第3表C2に示すが如

しo

第3表（C2）　　支102黒種の各卵期のオレイン酸の漁

｝　�翌P瑚・漏・繭魂1鑑孤蕩漏「鷹圭鷲

合．計692・
鰍S25・ES’678・18’382・69）…7・6馨’・796・留2・燗

2L“・’

@均113S・54611°6・3°5135・732昌27・G6124・21612S・329　呉12r・箔11

　前拐第3表Al、　A2，　B1、　Bゴ、　C1及びC2によりて、支102の鑑麓、瞳酸入工鮮化及び

黒種の卵期のオレイン酸生祓量の多少を比較するに、生種のオレイン酸生涜鐙は最大にして、

黒種是れに次ぎ、塩酸人工鰯ヒ卵は最少なり。今卵の種別に就き、省卵期のオレイン酸生域量

を一括比較する蒔は第4表の如し。但し生種及び入工卿化卯の卵期は夫R9「1及び10日となる

駕て顯は9眈脚て比較す・

　　　　　こ錦4表　　・寅102の生種、無頼及び塩酸人コニ卿化種の卵期のオレイン澱澱・

1

生　幽　　　　1種

黒　　　　’　　種

・人　　　　　　　工

＿遡期・一＿1翌L！lL．一翫＿．血選塾i諏1
＿皇。』戴」＿轟＿豊＿＿食＿＿嚢ll．、L翌＿抱＿食＿．馳＝し恐、．＿抱＿
　（5）
715．27

　（5）
692，73
　cr）’）
357。G3

　　　　　　（4）143。054　　　SL）L），26

　　　　　　　ぐ4）
13S．tt）・16　　　　　425，22

　　　　　　　（5｝
71。526　　　繊9、40

　　　　　　　‘9）
205。565　　1537．51
　　　　　　　1暫9）
106．305　　U17。95
　　　　　　Cl　rl）
10tt）．SS　　　　887。03

170，836

124・2異o

Sl　．70P，

　帥ち」－P4均に於て黒種は些1瓶及び入二ゆ剛ヒ卵の中開に位し、而して人工卿化卵のものは、卵期

1、卵期2及び全卵期の何れにありても、生種の殆ど雫量なり。

1更に亥102の蛋種及び典の人二劇研化卵の蟻iLJI　1（於けるオレイン酸ざ1三域量を比較する時は卵5

表に示すが如し。
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　　　　　　　　第5表　　支102の止種及び人工艀化卵の蟻期のオレイン酸の量

∠ヒ　　　　　　　種

人　工　卿　化　種

1　　　　（・））

1　　1067，25

　　　〔s）
　　566．02

一＿．．＿一一：．［鐘＿＿塑＿」L．．． j…＿」鐘＿⊃塑一＿」L．一二墜！りjl土燭竪豊　．．．＿

食凱＿．赴皿1＿鑑＿豊＿＿血」卜1．．三配万亙二［正．＿賛〔＿一三卜＿⊃圷．

　　　　　　　（li）
213．452　　　　　　40三］．69

　　　　　　　（：1）
115L204　　　　　250．63

　　　　　　　（δ）
34．230　　　　：1469．9i）

　　　　　　　（s）
83，543　　　　　　Sユ6．65

1S3，7‘13

102．OS1

　自iJ生強の全部獲蟻を見たる日より5日閥（蟻期1）及び獲蟻後12「1より14口に至る3　li

聞（蜂i期2）のオレ・・1ン酸生産壷は、入工鰐化卵の同時期のものより遙に多くしてb全く卵期

の場合と一致す・要之に些i三種のリパーゼ作用は卵期に於ても亦蟻期に於ても常に人工瑠化卵よ

り強大なり。

（2）　日107の巫種、塩酸入工卿化卵、黒種及び蟻獄

（・．）Hl・7嘩鰍旗の蟻蹴て轍したる撫は第6表A、嫁すが女・し。

　　　　　　　　　　　　　第6i表（Al）　　日107生種及び蟻

艦嘲封無1・禦雛訊難1・・；鋼摘　要
産卵2日
　　　3　”
’　　　4”
　　　o「　”

　　　6”

　　　7”
　　　S　”
　　　9　”
　　10　”

嚢蟻1日
　　　2　”

　　　3”
　　　4”
　　　5”

　　12”
　　13”
　　14”

5．1

4．0

4．7

4．3

4．0

4．5

5．1

4．7

5．7

5．8

5。9

6．1

6．5

6．4

6．2

6．4

6．7

7，5

9．6

10．3

10．3

10，6’

12．5

9．4

12．7

12．6

11．6

11．6

10．2

11．7

10．8

11，．0

8．4

10．5

曾．4

5．6

5．6

6．0

6．6

8，0

4。3

8．0

6．9

5。8

5．7

4．1

5．2

4．4

4．8

3．0

3．8

67．58
工5．70

15。70

16S．96
工s5．86

225．2s
12LO9
225．器
194，3t）

163．33

160，51

115，46
146．4，3

123．90

135．17
S4．48

107。01

〕蜘・

〕

　卵期2催膏卵
　　　　数頭褒生す

　　　　全部獲蟻す
〕

　蟻期1

〕蟻期・

　今支102生種の揚合に準じて・櫃分したる卵期及び蟻期のオレイン酸生塵量を見る時は第6

表A2に示したるが如しo

　　　　　　　　　　　第6表（A2）　　丈107∠生種の卵期及び蟻期

Il卵期11卵期2全卵却1【蟻期・1蟻期21全赫期
合　　計　73S．§8’765謂、5・3，鵜）舳「δ講『蕊、．誌・、。3論デ

ュド　　　　　　　　　　　　均　　　　　　147．560　　　　　191。4S7　　　　　167．083　　　　114，926　　　　108．8S6　　　　129，536

巨i域102生種¢）場合と同じく・イ1階後牛期（卵期2）のオレイン醗1捷量剛ゆ前牛SV｝a：り大な

り。即ち催脊中に於けるリパーゼの作用は胚子の獲育と共に典の力を爾加す。3ζ上表を見るに

蟻のリパーゼ作川は蟻死滅するに蒋ミれば減退す。この關係も亦丈102の鑑種の場含と一致す。

　（b）　H107のlil卿駿人工卿化卵及び共の蟻灘1に就いて試験せし結果は第6表Bエに示すが如し。

　　　　　　　　　第6爽（Bl）　　II1胃の塩艘人工卿・化卵及び其の蟻獄

望窒璽璽〔蓋墾窒窒：藁蒸工一長互1悪［匝一　町

塵卵2日
，　　　　　　4｝　ll

　　　t）
　　　4タ
　　　5　”
　　　6　”

4．7

5．0

5．2

4．7

5．2

7．5　1　L）．s
，9．1　　　　　　　　3．1

5．7　　　　　　1）。5
7．t；　　　　　　　　L｝5〔；

7．8　　　　1　　　2．6

78．85　　1
11：il）i3　｛卵期1

霧：ll
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薩卵（磯蟻）後

の　組　渦

　　7　”
　　8　”
　　9　”
　　10　”

蛮蟻1日
　　2　”
　　3　”
　　4”
　　5”
　　12　”

島…H・滴・最

1劉　照　1旺　1試　瞼　厩

5．，5

5．2

6．5

6．5

6．6

5．4

6．3

6。1

6．4

6。5

6．2

7．5

S．9

9．8

10．8
ユo．4

ユ2．0

11，1
ユ1．0

9．8

差　　1オレイン酸tt
　　　L

0．7

2。3

2．4

3．3

4，2

5．0

5．7，

5．0

4．6

3β

19．71

64．77
67．58

92．93

118．27
140．80
ユ60．51

’正40、80

129．54

92．S8

摘　　　　　要

卵期2催膏卵
　　　　張蟻す噛

〕　輔繍
」蟻期1

ノ

）蟻期2

今卵期及び蟻期に賦分し共のオレイン酸の生成量を示す時は第6表B2の如し。

　　　　　　　第6表（BL、）　　日107人工艀化の卵期及蟻期のオレイン酸の量

「1卵期ユ1卵期2睡卵’」or儀期・1蟻期2i’de”蟻期

合　計』3・6・習・44・63証三・ぎδ’6・9・謬9・・晶い8・・晶）

不　　　均　65・334　6・・247　63・517i　13Ht・9S4　92・93　13°・475

　此の場合にありては催青鰹ド期のオレイン酸の生産量は共の後‘ド期のものより納女少くなく

蛾期に於ては、蟻獄死滅すに至ればリパーゼ作用減退する家は前例と同嫌なり。

　（c）　107日黒種に就て試験せし結果は第6表C1に示すが如し。

　　　　　　　　　　　　　第6表（Cユ）　 口107黒種

酬後醐 P

薩卵2口
　　3　”
　　4”
　　5　”
　　6　”

　　7　”
　　8　”
　　9　”
　　10”
　　1ユ　”

　　ユ2”
　　13　”

　　14”
　　15”

　　22m
　　23　”

　　24”

i署譜の嚢鴇．

5．2　　　、　　7・7
r）　，0

4．6

5．6

5．3

5．5
5，呂

6．1

5，7

6，4

6．2

5．6

G．臼

5．7

5．4

5．G

5。8

9．0

8，5

7、S

8．5

7。2

7．3

9．1

9．4

9．2

9．1

6．9

S。7

8．2

8．5

8．7

9．6

麓　　　　 オレインtWrM

2．行

4．0

3．9

2．2
3．鍛

ユ．7

1．8

3，0

3．7

2β
2．9

1。3

2．4

2．5

3．1

3．1

3．8

70．40

112．64
109．S2

61。95
90．11

47．87

50．69
4S，4S

104．19

ケ8，85

81。66
36．61

67．5S

70．40

S7．30

87，30

107，01

摘　　　　　　憂

／－

〕卵期・

〕欄・

〕卵期・

　今支102の黙種に準じて卵期を擁分し各・期に於けるオレイン酸生成量を求むる1時は猿6表C2

に示すが如し。

　　　　　　　　　第6表（C2）　　同107黒種の各卵期のオレイン酸の衆

1卵期・卵期・卵期・・剛・轟勺

合　　　　計

2ド　　　均

444．諭2S漉り335識28L78り732．1i・｛’

SS・9S471・S°7 @G7・02°193・9°°81・350

卵期1＋卵期2
＋　卵　　期3

一…『P－’一…… ﾄ、・o’

　1067．25

　　76232

『卵期1十卵期ゴ

　　十
卵期3十卵期4
　　（17）
134S，95

　79．35〔｝

　夏∫に日107の垂種、黒種及び鞭酸人工卿化卵の同一一卯19燭（9「Dに於けるオレイン酸のII癬

董を一・括すれば錐7表の如し。



第一・二號〕　　　　家ew1・a）僻1・婦｝ほ・鱈　　　　　　97g

　　　　　　第7表　田晦鵬顯薦1似・曙化JM・J　a）　op」　IJIのれイ劇，1鰍

是縫見る鷹種麟鰍び凝酸人・嚇柳の中r［・llに位し、犠ゴ酬・して入工靴卵瞭

少なり詑iJ㈱課鰍び鰍入ユ・靴の1囎1・して・…li難齢く亥・・2蜴合とr司徽
り。

更に日107の生翻び塩酸人二〔ρi靴卵の購】e・於けるオ・煽鍵朧髄嚇比　変す猫

は第8表に示すが如し。

第8表　EI・107の蟻期のオ・イ・waの蛾量

倉計L鑑当。塗＿司；L里＿遡＿壌．．＿赴⊥至琢
蟻一期＿’一’”」　＿二饒＿璽「一．2こ：＿蟻期工樋鵬＿

　　　　　　　　　　　　（5）
生　　　　　　　　　利1　　　　709．｛；3

　　　　　　　　　　　　（5）

人工687．92

141．9雪6　326。‘慧）

137．984　　　9日．～霧iy爵

　　　　　　　（8）］08．8＄6　　　　ユ⑪36．29

　　※　　　　　（の※
92．～〕3　　　　　　782．85

ユ2｛1．53〔｝

　　㌃翼
130．47ふ

今蟻期1及び蟻期2の雫均位を「見るに生種のものll［1塩酸入　［二解化のものより大なること卵期

の場合と同檬にして且つ3く支102の場合と全く一激す。

　試，ys　IV　日110×支106の不受精卵：　一・一

（・）阻10×支106の潮る不受1等物を1｝鰍にて劇1せざるもtZ・蹴で一惣・卿lllll言鋤せ

し結果は第9表A1に示すがxt　nし。

　　　　　　　　　第9熱…（A1）　　Yl　110　x支106の不嵐理不受精卵

蒸蕨講肥二蓬亜璽1・・1．　コ』一一漏…「∵漏i駿㍊…「婿…『…’暴…

．＿
@＿＿－li鵜櫨璽＿↓一ゑL璽一．一二藁二L　…　L＿＿　，

産卵211
　　3　”
　　4”
　　巧　”

　　6　”

　　7”
　　9　”
　　11　”
　　1．4　σ

　　22　”

2。S　　　　　　4．5　　1　　　L7

3・4　　　4．4　…　エ【）
t’s．2　　　i　　　l｝，s　　　l　　　o．ll

3．3　　　　　　3．8　　i　　　｛｝．r）

；L1　　　　　　ごL4　　1　　　0，3

翫2　　1　　　3・9　　　　　（1．7

，n9，‘12

3｛｝．98

1｝9，4三｝

28．16
≒能7，87

28．16
16．9｛｝

1・1．（）s

8．・1；5

19，712

i

ゆμ期1

！卵期，｝

　　　　　　　第9表（A・・）　　　　　班に　嗣に～cfi　e卿1を卿」1（2・［・1

塁鰹豊婁箕蜂鶯糊蟹1禦・イ・蘭螺　一6　llの別削）及び卿］2（7rは

一＿．．睡　計レド㍉　 り22i晦・秘6川圃1粉し、
　　卵期一　1繍）　，瀞1曲∵　欄のれイ・勲・臆髄求楠
　　　　　　　　　　　　卯　　期　　鴛1　　　115．、表‘1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11し241｝　　　時ほ第～｝麦Agに示すが如し。

’　課＋｝「｝蹴　1’　・ア．…ユ　（・川1…亥1・6の働蹴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1漁駿にて慮理し左るものに就て一一定
の卵期問試験したZ2結果は第10夫BIに訂けが如し、　　　　　　　　’
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第10表（B1）　　日110×支106の塵理不受精卵

産卵症艶療｛過

産卵2日
　　3　”
　　4　”
　　5　”
　　6　”

　　7　1t
　　S　”
　　9　”
　　工1　”
　　ユ4　”

　　22　”

　嘉灘憾工想・・璽曇＿－L
3．1

2．9

2．7

3．0

3，2

3．2

3．0

3．2

2．7

3．1

3。1

3．7

3．9

3．6

3．5

3．8

4，6

3．5

4．3

3，5

3．6

3．3

0．6

1．0

0．9

0，5

0．6

1．4

0．5

1．1

0．8

0，5

0．2

工6．90

28．16
25．34
14．OS

16．90

39．42
ユ4．OS

30，9S
22，53
14．OS
5，6

「

1棚1

／卵期2

煎卵期を不齪不賄卵胴様o・・llp期1及び卿2に齢繊のオレイン酸の搬求鵬

時は第10蓑　B－．に示すが如し。

　　　　　　　　第ユ0表（B2）　　　　　　　　　　郎第10X－　A2及B2を比麟する

　　日110×支106の慮理不受縮卵のオレイン酸の生産愚　　　VC　・臨酸溶液にて虞理したるものは・

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虞理せざるものに比してオレイン酸

”卵「r・　・…ll：　・・…6　雌・共の轍入瑠化の場脅・

　卵期2　　126脇　　2Lユ2°　鵬爽勧・
　卵期1＋卵期2　　　　223’10　　　　20’736　　　　訟験V支106×日110の黒種及

び共の塩酸人工鰐化卵に就て試験せし場脅のオレイン酸合計盤及び共の平均値を示す時は第11

表の如しo
　　　　　　　　　　第11表　　　　　　　　　　　　　　イ11し人工鰐化卵は薩i卵後11Fl目に

　　支106×Fl　110の黒瓢及び其の塩酸人工卿化卵のオ　　　　磯蟻し、試験は塵卵3日よb始め海

　　レイン酸合計及び其の耶均量　　　　　　　　　　　　るを以て試験旧数は9日なり。敵に

Lし塾奨．皇　の生灘，少くな、．。の現象醐言己

二　li合1密均黒醐難騰撫入工Ppm
黒　　頼　　2°5・髪1、’22・84°　化のオ・イ。醐三韻離懸よ砂
人　　工　　137．97　ユ5・33°　、肱り。

試験VI　M110の黒種、酸素人工卿化卵及び電氣人工鱒化卵に就て試験せし場合のオuイ

ン酸含計最及び其卒均値を示す時は第12炎の如し。

　但し人工艀化の材料不足の駕めに、酸素人工卿化卵にては8日、電鼠人二£卿化卵には6日間

　　　　　　　　　第12表　　　　　　　　　　　試験を施行して中止せり。敏に無種

　Fl　110の怨種、酸素及電無人工卿化卵のオレィン腰の鼠　　　にあつても、8N及び6「1闇のオレ

rm @　睡マレ・｝王「　イン劇三域脚りて比較‘lt’　iD　o

黒　　　　　種

同

酸　素　人　工
ll　il

臓　氣　人　工

一　　　　　　f’mtr’”’”一　　　一　　　　　211酸素或は電i氣人コニ卿化卵の場合
　　（8）
216．84

　　㈹
1S1．64
　　（8）
199．93
　　（6）
129，71
　　（の
118。26

27・105　　にありてもオレイン酸の盤成量は黒
30，273 @　　　　種の夫れより少なき事塩酸人工瑠化
24・991 @　の場含胴様勧。
21，118
　　　　　　　　　最後に品種間のリパーゼ作用につ
19．710

　　　　　　　　いて一言せん。今卵量及び操作を同

様にして試験せる、丈102及びrほ07の生種、黒種、及び囎酸人工卿化卵ρ一窯卯期開及びll義期



歩・二捌　　　　　鴉讃の化蜘・il・［・」　一・）一棚究　　　　　　撫

に於けるオレイン酸の生域量を一括すれぱ第13炎の如し。

策13表

丈102生種
i｛i107孟ヒ孝璽

丈io2黒種
日　107盈畏霊璽

支102人工

口107人工

ll・ポ1こ赴達ユ胃葦』㌦握」互ぜ窒鐸撃竺，釘夢璽議護、一一1写罫

　　7・5．窮、43．。54822翻
　　　（s）　　　　　　　　　　　　（・1）
　　737．SO　　　147，560　　　　765．9搾
1　　　　　（弓）　　　　　　　　　　　　　（、り

1　　　692．73　　　ユ38．54G　　　　425，皇32

　　　（5　　　　　　　　　　　　（4）
　　444．92　　　　SS。9S4　　　　2S7．23

　　357総7、．526529．瑠

、326、留65．334244．§8

205．565

ユ91．487

106．305

71．807

105．8S

61．247

　　（91
1537．51

　　c9）
ユ503，75

　　（9）
1117．95
　　（9）
732，15
　（工｛｝

887，03
　　（9、
571．66

170．836

167．083

工24．216

8L35

88．703

63．5】7

　　Lfi）
1067．25

　　t5
709．63

　局
566．02
　（5）
6S7．92

213．452

141．926

113，204

137，9S4

　　」張によ岐102生種及びrl　107‘願の5醐に於けるオレイ職の生獺を比較するに、

　H107の方多少劣ると難も・呉の差僅少なり。又支102及び日107の入工鰐化卵の場合に於て

　は・支102のオレイン酸の量は日107より大なれども、共の差は黒種の如く大ならす。然るに

　黒種にMbては支102のオ・イン酉変‘腱鮒「！107よ蟻に獅にして、期・均fl鰍阻07の

　1倍牛強に二當るを見るo

　　斯くの如く前代卵或は當代卵に・究堀或は人工艀化なる特殊の庭理をなさざるところの、標

準型と都河き黒種のリパーゼカの叢異は是れ品種的椴によるものと治ふ可きなり。

　　次に翻児のリパーゼに就て一胃ぜんo

　　生種卵期のオレイン酸坐滅貴は人工鰐化卵に比べて常に遙に多き事は既に述べSeるところな

　り・今支102及び日107蹴硯る1・」ゆ塩酸人珊化卵の卯1伽オ囲ン劇三闘は期三

　種の雫ば或は傘ばに蓬せす。叉蟻期にありても同襟にして、坐種の蟻のオレイン酸量は人工艀

化種のものよりも多く・目つ死滅乾燥せる蜘こ於て鵬ご鯛1尚は顯舖り。（鍛6、　7、　＆

　及び13表）。

　　こA’L　tcよ睨る胤ま・卵期のリパーゼ作用の翻は、瞭だ食桑せしめざる蟻に及縄のな

　る事朋なり。

　　瀦等は是等躯轍び入二［pmifヒ卵及び蟻のリ・・一ぜ糊の粥身酬1異力喰桑し渇駕己に迄

　及ぶや否やを究朋せんとし、先づ枡究の一階段として獄兇全佃休のリパーゼ作用を試験せり。

　其材料として卵及び蟻のリパーゼの研窺に使∫Bしたる支102及びrl　107の生種及び塩酸人こ［鰐

　化卵を掃立せしものを用ひたり。

　　些の試験方法は支102の生種及び塩酸人：r艀化にありては食桑中のもの又日107にありては

　18時開絶食せしめ、後岡最し1取よ岡敏を取り、之れを乳鉢にてよく磨殊し、是れに蒸溜水30cc．

を加へ捌ミレ畑Lを布ノ｝’を以て濾凱、4初1轍10・c．を2伽）小形三角1庇に分興し、＿

麟沸して釧1櫃・』し一鰍脚r」に供せり・共の他の識徽歩魏の撫総く購なり。

　本試験は1齢2「1よわ開始せりo

　　今試験の結果を巧セ¢時は次の如し‘）

　　（1）　　三芝102（ノ）」211，）歪か　（∫ミ、桑lil）

．　　　（a）　　支102／1｛不1段鏡置歩己¢）∫易ヂ｝c、
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錐ユ4表　　支102生種翼兜のオレイン酸生成燈

齢　鯉　過

1齢2　日
　　3　”
　　4　”

2齢旭齪
　　2　日
　　3　”
　　4　”

3齢起歓　　3　f－1

4齢起翻
　　4　口

5齢泡獄
・齢・〔ll

　　　♀3　　・〔
　　　♂3
渦羅〔ll

一　　　…1㎜コ1纂一…一、二．－7－．’㎜一1～…－．t．T　1

供　 試　 最　1

ユ9・

ll］g．・

艶

11

；

、1，．

書：蓉套：〕

1：1薯：〕

1：篭〕

謝最゜醤礎｝輝．L警＿一［翌空L

3．4
3．e）

4．8

5．0

5．1

5．3

5、1

5，4

・4．9

5．2

5、3

5β

6，7S

5．24

5．61

5．2

4．7

7．9

9．2

S．7

6．7

8．9

8．9

8．O

s．7

9．1

1ユ．1

15．68

12．7S

14．83

1．8

1．1

3．1

4．2

3．6

3．4

3．s

3．5

3．1

3．5

3，8

5，S

8．go

7．54

9．22

50．69

30．98
87．30

11S．27
10L38
95，74
107，el，

gs．56

S7．30

gs．56
ユ07．01

ユ63，33

250．62

212．33

259．64

第15表支102鱈礁腕の寄齢oa・レイン酸量　　　　但し5齢3日より雌雄同撒を取り

　　　　　　　合　　　　 計　　 挙　　　　 均篇㍊嵩掃　漏一一一　　一一…謡一一篇一一一一一．一一・螺．・：t　　し沌る結果を各々10客．の場含に換ll　　l
…一 @　　　　　　　　　　　　共の颯量を秤昂二せし後性別に試験

1　　　齢
2　　　齢

3　　　齢
4　　　齢

5　　　齢
企　　　齢

　　t：；）
168。97
　　（・1）
42招．40

　　（2）
，185．86

　　（2）
205．57
　　（1）
885．92
　　（15）
1752。98

但し（⊃内の取字は各購或はゑ齢に於ける試殿回数なり、　　　　　　　　’
以下同し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すが如し。

　　　　　　　第16表　　支102塩酸人工鰐化観兇のオレイン酸止産鶯

56・323　　　算し共の羅均慣を炎せり。（以下是

105・60　　れに微ふ）

卿30 @　次に各齢のオ囲ン酸直1｛灘を求
1°2・785 @　むる時聯15灘示・¢が如し。
221．48

、、6．S6、　　（b）刻破102鰍人工靴齪
　　　　　　に就て試験せし結果は第16炎1こ示

齢緯過俳試剥封照・・旨・・脚引　・t．　・・イ・灘

1齢2　日
　　3　”
　　4　”

2齢起置
　　2　口
　　3　”
　　4　”

3齢起慮
　　3　日

4齢起盤
　　4　日

5齢越螺
　　3　日
・・〔悉1

・・〔番§

潰獺〔巷珪

　19・

毎

艶

　；

　1

、1昏

呈驚：〕

細
1：ll，：〕

tt，9，

3．9
r）　．3

6．0

5．3

5．9

5．4

5，3

5．3

4．2

4．7

4．s．

c）．64

4．37

5．91

5，6

5．5

8．5

10，6

10．5

9．4

9．1

9．E

8．6

6．5

8．7

11．1

14．88

11．85

18．99

1．7

1，6

3，2

4．6

5．2

11．5

3．7

4．5

3．3

2．3

4．0

6．3

s．24

7．4S

13．OS

更に各齢のオレイン酸t，1三藤量を示す時1よ第17表の如しo　　　　　　．

47、S7

45、06
90．1L

129．54
146．43
98．56
104．ユ9

ユ26．72

92．93

64．77

112．G4

177．41

232．03S

210．637

a6s．333
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　　　　　　　舞17表　　　　　　　　　　　　　今前掲第15表及び弗17表を比較す

支1°2轍人工蹴翫の都1金のれイ・灘雌　　る1破102蝦酸入二劇靴鞭の4齢

　　　　　　　胎　・・陸　均　1’C於けるオレイン酸量緻1°2蜥
「　筆rrf轍・㎝ヒ「徽烹鳥　　齪のもの脇るのみにて1・・2・
　　　　齢　　　　・．
　　　　　　　　　（・1）
2　　　　齢　　　　478．72
　　　　　　　　　〈2）3　　　　　　　　薩冷　　　　　　　219．65

　　　　　　　　　　
4葭冷177．41　　　　　　　　　（4）5　　　　　　　　箇命　　　　　　　988，418

全　　　　　　　齢　　　　　　2047．23S

6L°13 @3汲び5齢の～【三産靴支10蹴鱗鍾

1灘　 破れ醐す・齢・，も鋤多く、
　　　　　　　叉全齢のZド均量に於ても亦多い。
88．205

蹴工Q5　　（2）rl　107の絶食鑓歩己の場合

136．482　　　　　（a）　日107生種獄兇歩こ於ける試

　　　　　　　験の結果は第18表に示すが如し。

嬉18表　ll　1。7生種絶食蹄己のれイ。磁働ヒ

．壁過セ1逆匿譜霊゜醸∴「「一露F・イ厩

1齢2　口
　　　3　”
　　　4　”

2齢起鎧
　　　2　11
　　　言｝　”

　　　4　”

3齢起鱗　　　3　1－1

4齢趨獄　　　4　日

5齢起鎧
・齢・・〔書1

　ユ9．

　39・

　59．

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

109．

1：1彗：〕

4。4

4．8

5．6

5．5

5．3

5．6

6．1

5．1

4．5

5．3

4．4

5．0

4、7s

5，7

8．3

9．7

工o．1

s．9

9，7

9．1

8．6

8，2

9．0

7．2

10．0

11．3生

更に各齢のオレイン酸を求むる時は錆19表に示すが如し。

多i’∫19表　　　Fl　1，07∠ヒ種宗邑食舐，己のオレイン酸鑓こ

1．3

3．5

4．1

4．6

3L6
4．1

3．0

3．5

3．7

3．7

2．8

5．0

6．56

36、61
98．56

115．45

129、54
101．3S

115．46

S4．5S

gs。56

104．19

104，：19

78．85

140．8G

184．730

1　　　齢

2　　　齢

3　　　齢
4　　　齢

5　　　齢

全　1　齢

ll

　　合　　　　　副・

　　〔1り
250．63
　　（’t）

430．96
　　（2）
202．75
　　（2）
183．04
　　（2）
325．530
　（13）
1392．91

1・1・・　　均

83．543

ユ07．740

101，375

tJ1．o「20

162．765

107ほ46

（b）1・1107盤酸人工鱒化絶食獄兇に就てi試1瞼せし結・果は第20表に示すが如し。

第20衷　　　「1107雄酸人工贈化絶食獺兇のオレイン酸鶯

齢． i｛過1供試藪量 N
万『NaOHの摘下彙

揖　 照　　1盛　1試　 験　　i楓

1　餅令　 2　 日　　　　　　　　工9．　　　　　　　　　4．4　　　　　　　　　　6。5

　　　3　　”　　　　　　　　39覧　　　　　　　　　4．9　　　　　　　　　8，8

　　4　”　　　　　tt　g．　　　　　　4。8　　　　　　9．5

夢霊　　　i　オレイン酸ま産

2．1．　　　　　　　59．14
3．9　　　　　　1｛〕9．，SL「

4．7　　　　　　132。35
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齢組過ll供試最
11

2齢起獄　　　2　日
　　　3　”
　　　4　”

3齢起i隈
　　　3　日

4齢起獄　　　4　日

5齢起慧
・齢・日〔書1

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　e

109．

8・99・

7・89・

暑・…1・滴磁　1差
一劉・　照　】藝＿⊥型Ll塗一」亟＿⊥

o「，2

4．1

5．5

4．9

4．9

4，2

4．1

3．8

4．8

5．12

7．9

7．s

9．3

8．7

S．S

S．4

8．0

6．7

10．1

10．96

2．7

3．7

3．8

3．8

3，9

4，2

3．9

2、9

5．3

5，84

オレイン’_量

更に各齢のオレイン酸量を見る博は第21表に示すが如し。

76．03

104．19
107．01
107．01

ユ09．82

ユ18．27

109．S2
81．66

149．25

164，454

　　　　　　　第21爽　　　　　　　　　今第19表及び第21表に就てrl　107
1．1107塩酸入工艀化絹食鐡兇の各齢オレイン酸鑑　　　　生種及び共の塩酸入工購化絶食獄兇

と一一一…一一vett－一一一
@　　　一一一一一．．　　　るに後者の2及び5齢のものは前者

　1合　Pt－1・　・…W一均　の鱒のオレ畷欄を比較す

1劉磯己纐　て奨窪諜霧灘轍び
5鰍313’埇普@蟻の・パーゼ伽麟購

・　齢！・・…碧：1・・・・…　a）夫れよ妙な肋ども．・、・及び

2　齢139機　　98・561　4齢鰺量なり．而して総・ド均に於

　　全　　　　齢　　i　1428・824　　　　　109・906
　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　桑せしめたる獄児に迄は及ぱ’9r・。卵

期及び蟻に於てリパーぜ作用弱き人工鰐化解化種獄兇の方が・一般に張力なるリパーゼ作用を示

す傾向あり。

　　　　　　　　　　　　　　　III實験結果の考察

　獄の化性は主として催膏期に於ける淵．度、光線によりて支配され（木暮・渡趣）・叉越イドす可

き卵に人工鰐化堤理を施す時は、再び鰐化する竣は既知の班實なり。

　渡遊氏（“大コE13で1ミ）は抑’脚；質、梅谷（昭和4tr－，5｛1三）三浦（昭和7fiこ）爾氏｛㌦よ化性決定素

を仮定して化性愛化を説明し、叉人工鰐化に封しては、多少見解を異にする黙あるも、人こ［1瑠

化嘘理ば化性決定の作川を減退或は奪取して、卵鶯養質の溶解を起さしめるものなりとなす。

換膏すれば、胚子の獲育と切」螢養質の「t’｛’ifOt5　，1－r．の間にtrs極めて密接の關係ありとなすケこ一致す・

　現今研究の範團内にありては、獄の化性は抑制質（化挫決箆素）の盆によりて定まり、㈲し

て化性決定素の有無或は共の狽弱は卵憐養質の溶解，不溶解と密接の關係を持たしめて、化性

の愛化の論明を試みるを漿當となす。而して卵僻養物の溶解は化性決定；｛｛の池長と開係ありと

せぱ卵螢養物を溶解せしむる酵素と化挫決定素との間に琵亦密接の關係のでiするもの・』思考す

るを至當となす。

　藷者等も蝕に化性決建素（抑制質）なるものを椴窺し、これと脂肪分解酵素とを關聯せしN）

ていさSか欝：の化性に關して螺説を試んとす。

　（1）　高温光線催奇卵と低温暗所催青卵の場合

　越年せし卵の低濫1暗衡催llf卵¢）脂肪分鰍響素の力は高温光釈催寿卵の夫れ、より彊きは（第1

表A，B，　C，　D，　E）該酵素の作川の慶毒且ki．性自ljち催削lll度の高低及び1川1鯉よる澱境の和異に」：り

て共の捜現力に差を盤す：るものと郷せば容易にi謝男する事を得可し。　　・
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亘　（2）　生種及び黒種の瘍含

　　生種の脂肪分解酵素の力は黒種に比して著しく弧き事は第3表A1，　AL，，　C1；第4表、第6

　表A1，　A　2，　Cユ；及び第7表に示したるが如し。こは前代卵の低温暗所催青は一・方身こ於て化lltk

　決定素の力を減退或は奪取すると同ロ寺に（1）に述ぺたる如く前代卵の低温噌所催青によりて強

　められたる静素の力は次代なる生種に迄及ぶ結果なりとなし、而して黒種の酵素力の溺きは卯

　の麟養質の溶解を抑制する化性決定素が脂肪分解酵素の作用を防撚する結果として設明し得る

　「が如しと雄も、黒種の脂肪分解酵素の力は生種と全く同一の縄過をと．りて磯育卿化する人工艀

　化種よりも強きを以て簡躍に昆れを読明する票能はづ㌔後に述べるが如く化性決定素（抑制質）

　の性歌に蹄因するものなる可し。

　t　　（3）　人工鰐化穣及び黒種の場合

　’＝人工ρ剛ヒ種の脂肪分解響素力は無随の夫れより常に弱し。塩酸はリパーぜの作用を著しく阻

　害するものなるを以て、普通浸酸人工鰐化樋のリパーゼ作用の弱きは盤酸の影響の如く考へら

　1るれども、酵素人工鰐化毬及び電氣人：i：gvr化腫の脂肪分解酵素作用力も亦黒腫の夫れより常に

　躬きを以て、人工卿化種の脂肪酸分解酵素力の粥きは箪に鷺酸の作刑のみに蛉する事能はざる

　なり。（第3表B1，　B2，　Ci，C2，第6表Bl，　B2，　Cユ，　C2，第7表第11表、第12表）。

　　然らば卵内欝養質の溶解程慶極めて低きの状態にある黒種の脂肪分解酵素力が卯内螢養質の

　盛なる溶解歌態にある入工鰐fヒ鍾の脂肪分解酵素の力より強きは如何なる理Fllによるか。この

　現蒙を起さしむる原因は化性決定素の不安定性と人工9剛ヒ嘘理が脂肪分解酵素の作Jlj力を減遇

　せしむる事に山るものと思考せらる。巨P化性決定素は催脊盗度の高低、光線の有無、或は幼鐡

　或に輔に於ける保盗度等によりて共の力に消長を生する等は化性決定素の不安定性を語るもの

　なる可し。而して黒種の脂肪分解騨素の力が比較的強きは、卵内既存の不安定化性決定素がリ

　パーゼ液調製時に於ける卵の破壌と共に抑制的作用を減遇或は溜失し、脂肪分解酵素の作用を

　防げす、黒種の該酵素をして共卵の時期に感じて其力を護現せしむるに依るなる可し。之れに

　反して人工鰐化腫の脂肪分解酵素摩用の弱きは．人工鱒化嘘理は化性決定素の抑制作用を減退

　或は消失せしめて、リパーゼをして脂肪分解を起さしむると同時に共の虞理は脂肪分解酵素の

　’カを減退せしむるに蹄因すると恩考せらる。

　　（4）　生種及び人工堺1ヒ強Z）陽命

　　殆んど同一の階程を経で獲育鯉化する生種と人工艀化種の脂肪分解酵素の力を比鮫するに坐

　種の方常に著しく強し（第2表A1，　A2，　BJ，　B2，第3表Aユ，　A2，　B：，　Ba，第4表、第6表

　Aユ，A2，　Bz，　B2，第7表）。

　　生種及び普通浸酸入工鰐化種内の脂肪膿の分解消耗を槻察したる結果によれば、爾卵共に脂

　肪は胚子突起獲生期乃至反嬉絡了期迄に大部分消費すれども術少量は最後迄淺留し、而して生

．種の淺留脂肪は人工卿化種より少量なりとなす（三浦昭和7年）。との黙より見る時…は生種の脂

　肪分解酵素の力は人工艀化種より張く、生種及び人工身剛ヒ卵のリパーゼの力より見たる著者等

　の結果と一致す。然れども量的記載無きを以て、共強弱の程度を知るを得ざるも、著者簿の結

　果によれば、人工卿1ヒ種の脂肪酸生成量の李均は生種の約牛ばなるを以て、前者の脂肪分解酵

　素の力は生種の釜1≧ばと見る事を得可し。

　　斯くの如く生種の脂肪分解酵素の力が著しく強力なるは前代卵が低湿．暗所催奇を受けたる

　結果其化性決定素の力が減邊或は消失せらるSと同時に既に（1）に蓮べたるが如く、低温、曙

’所たる環境によbて強められたる脂肪分解酵素が次代卵に及び．之れに反して人工艀化嘘理は

　黒鍾の化性決建素の力を減遊或は消失して、脂肪分解酵素に活動し得る境遇を興ふると同特に、

　一方に於ては該i聯素力を減退せしむる作川をなすtLISに麟囚するもめと思考す。
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　（5）蟻及び幼鐡の揚合

　越年したる黒種を高温光線及び低温噌1所の別に催青し疫る卵よりの蟻の脂肋分解酵素の力は

低温ll晋所催青傾の方洗に強し。（策1表A，　B，　C，）こは朗に（1）に迎べたるが如く低温噌所なる

環境によりて著しく弧められたる脂肪分解酵素が共の蟻獄に保支せられ、且つ碕己環境はこれ

を更に助長し、叉生種よりの蟻鷲の脂肪分ll皐酵素力が人工艀化tw：　a．）蟻鑑より遙かに強きは（or・S　3

表A1，　A2，　Bユ，　B2，第5表、猿6表Al，　A2，　B1，　B2，第8i幾）（4）に述べたる如く生種に

於ける強き1后肪分解酵素が共の蟻獄に及び、而して人工鰐化種よりの蟻の酵素力の弱きは人工

鋼i化虞理によりて弱められたる解素力が共の蟻に迄及べるものなり。

　而して生種及び人工卿化毬より鰐化したる幼巌の脂肪分解酵素力にありては、（食桑中或は維

食中何れにありても）卵及び蟻獄に見たる如き傾向を全く見る事能ぼす：、反つて人工鋼i化樋の

幼巌の脂肪分解酵素力は生種の恋のより張き傾向あるは（第14、15．16、17表）鐡兇の螢養揖

取は人工卿化嘘理によりて弱められたる蟻獄の脂肪分解酵素作用を再び旺盛ならしめ3く生種の

蟻慧の弧き酵素力を弱めて共に常態に復せしむる結果なる可し。如何となれば生種及び人：．epn

化踵の獄蛾の産める次代卵は脂肪分解酵素に於て殆んど差を見拙する能はざる寧より見る時は

この調節は蟻慧の螢養擁取後に行はれざる可からざればなり。

摘　　　要

（1）低瀞齋所1騎卵の∬旨肪分備篠の力は高温光繍崔青卵のものより張く且つx前者より

鱒化したる蟻獄の該酵素作用も亦高溜光線催冑阻のものより強し。

　（2）生種・入工鰐化種及び黒鍾のlj旨肪分解酵素の作用は生種最大にして黒鍾是れに次ぎ、

人工卿化種農も小なり。

　（3）生種より卿化したる蟻獄の脂肪分解酵素作月』は人工鰐化種のものより張く且つ共の蟻

獄が死滅乾燥するに至るもこの關係を保支す。

　（4）食桑せしめたる幼轟にありては、入工艀化種よりの幼錨の脂肪分解酵素作月』は‘i三種よ

りのものより強き傾向ありo

　（5）以ヒ（1）（2）（3）及び（4）に述べたる現象は脂肪分解酵素作用の慶異性及び化性決

定素（抑制質）の不安定性よわ読明する事を得。

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　上田鎧綜聯門墨校）

孟　な　る　女　艘

染　　尊章　大毘10年、獺卵のでヒ性と懲卵内の酵素　鎧業新報第32年第3（S7

北渾周一ll翻18年・生雫嬢育中に於けるリ・偏ぜ作∫llり｝服に就て懲緋報第42巻鯉93

桝弼瑛・岡」t螂日1蜘1咋嵩綴の酵素竹・刀地坤こせる系統に於ける爾脇及び典の魏願の酉操作
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